
日清食品グループの健康経営戦略マップ 2023/10/6

健康投資

健康関連の最終的な目標指標従業員等の意識変容・行動変容に関する指標健康投資施策の取組状況に関する指標

健康投資効果
健康経営で解決したい

経営課題

産業保健業務の

生産性向上

Well-beingの

向上施策実施

社員の健康に関する

知識向上/意識啓蒙

従業員バイタルデータ

蓄積及び分析

（同意取得）

データ分析に基づく

施策設計

産学連携PJの

実施回数

変化の最先端にいる

食文化創造集団

各種健康セミナーの

参加人数増加

各種健康セミナー実施

(感染症/花粉/生理等)

日清自社健保の設立

健康DXへの

投資拡大

データヘルス面での

産学連携推進

日清社内向け

最適化栄養食提供

プロジェクト

社員の

Well-Beingと

高いperformance

の同時達成

社員満足度のスコア向上（ワークライフバランス）

'18:3.47→'19:3.50→'20:3.57→

'21:3.50→'22:3.48

アブセンティーイズム損失額の低減

'19:0.2億円(30人)→'20:0.2億円(35人)→

'21:0.2億円（34人)→'22:1.8億

※22年度より、有休取得について加算。

プレゼンティーイズム損失額の低減

'19:16.8億円(94.1) →'20:17.8億円(94.2)→ 

'21:19.1億円(93.8)→'22:19.0億円(93.9)

社員満足度のスコア向上（やりがい/働きがい）

'18:3.39→'19:3.34→'20:3.43→

'21:3.67→'22:3.64

組織としての

社外ネットワーク拡大

フィジカル面での健康習慣

健康情報コンシャスの高まり

（メタボ・隠れ栄養失調）

実ビジネスでの

利益貢献

(売上増・コスト減)

IR/SRミーティングの

参加回数増加

プレスリリース

発信回数の増加

プレスリリース発信

（健康経営施策として

新規事業の紹介）

IR/SRミーティングへの

参加

最適化栄養食を軸として新規事業と

健康経営の連携度向上

TBD

社外からの日清G健康経営の

認知度向上(W500順位)

18:600位→19:250位→20:75位→

21:50位→22:50位

新聞や雑誌などでの

掲載記事件数

禁煙補助

人数の増加

禁煙補助の実施

喫煙者比率の低下

'20:22%→'21:22%→’22:20%

PJ参加率の向上

メンタル窓口利用増加

ダッシュボード

AppleWatch

メンタル相談窓口

社会的な評価の

獲得

再検査率の向上

保健指導数の増加

再検査勧奨の徹底

保健指導の拡大

メンタル面での健康習慣

健康情報コンシャスの高まり

（ストレス分析、WLQ分析）

日清らしい食文化創造

高血圧値が140未満の従業員比率

血糖値が110未満の従業員比率

医療費の低減

（健康経営施策および最適化栄養食の効果検証）

※一人あたり年間医療費

当社      20:137千円→’21:138千円→’22:154千円

協会けんぽ 20:165千円→’21:181千円→’22:186千円

企業ブランド

向上

人材採用力の

強化

データに基づいた

健康施策PoCの実施

PHRや行動データ、

各種アンケート結果の

活用によるデータ分析

従業員の健康保持

食の供給責任を果たす

Visible

Invisible

自身の人生ビジョンを

自覚できている社員比率向上

’20:4.3%→’21:2.7%→’22:3.4%


